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は　じ　め　に

　この仕事は、筆者の一人野津が，松江市福富町のイネ

ごま葉枯病発生の著しい水田の近くのミゾソバ葉上に，

過敏型の病斑を認めたことから始まった．

　イ不こま葉枯病菌Coo棚oろo1伽伽ツαろθ伽〃5（S　Ito

et（ur1b）Drechsは，イ不，サヤヌカクサ，オーヂ

ャードグラス，トウモロコシなどに病斑を形成し，イネ

科以外の植物（トマト，ホウレンソウ，ダイコン，ピー

マン，バラ）では，細胞に菌糸が侵入するが，イチョ

ウ，チャ，アオキでは細胞に菌糸が侵入しないという報

告がある5）．ミゾソバに病斑形成が認められることは，

本菌の感受体選択性を解明するために重要であ…るのみな

らず，水田でのイネごま葉枯病の伝染源としても重要で

ある．このような点を明らかにする目的で，7科12種の

水田雑草に接種試験を行なったので，その結果を報告す
る．

　イネごま葉枯病菌をいただいた京大赤井重恭教授，水

田雑草の同定に協力された本学栽培環境学研究室吉田正

温助手，イネ種子を頂いた附属農場福田晟助手に感謝す
る．

　　　　　　　実験材料と方法

　供試水田雑草は，イネ科（サヤヌカグサ，カズノコグ

サ，エノコログサ），タデ科（ミゾソバ，ヤナギタデ，

イシミカワ），キンポウゲ科（タガラシ），セリ科（セ

リ），キク科（アメリカセンダングサ，ヨメナ），ドクダ

ミ科（ドクダミ），オオバコ科（オオバコ）などである．

イネ品種はコシヒカリである．これらの植物を5万分の

1ワク不ルポソトに植えた．イ不こま葉枯病菌は，京大

13号菌でジャガイモ寒天培地で20．Cの恒温器で2週間

培養したものの胞子懸濁液（150×1視野50コ平均）を

筆で塗付接種後，25．Cで湿度100％の接種箱に納め，

12，24，48，168時間後，70％アルコールで固定，1％

※　檀物病学研究室
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ゲンチアン紫で染色し検鏡した．病原菌の再分離は80％

アルコールに数秒O．1％昇禾水に1～2分浸漬後無菌水

で洗いジャガイモ寒天に植え，20．Cで5日間放置した．

雑草の磨砕汁液は，雑草葉汁と同量の無菌水に｝iO程度

の石英砂を加え磨砕後，汁液を3000rpmで30分間遠沈

しその上澄みを原液とした．有機溶媒はアセトン，工一

テル，エタノール，メタノール，クロロホルムを用い，

雑草葉19を細断したものに溶媒10〃ずつ加え，20．C

で24時間抽出，コンセントレーターで乾固し，1〃の無

菌水で溶出した　供試菌は，実験の48時間目uに無菌水で

洗い取り20Tの垣温器に入れ，新しくできた胞子を用

いた．発芽をしらべるときのスライドグラスは，コロジ

オシd．5％液に浸漬し，24時間放置した．発芽状況は，

処理6時間後に70％アルコールで固定し，1％ゲンチア

ン紫で染色し検鏡した．煎汁液とは，水14につき，イ

ネ，ミゾソバ乾燥葉1009を加え，30分煎じた後，濾過

した液をいう．

　　　　　　　　実　験　結　果

　雑草葉上におけるイネごま葉枯病菌分生胞子の発芽，

付着器形成，病斑形成は第1表に示すとおりである（第

1表）．発芽率については，ドクダミ83．4％，エノコロ

グサ93．6％で最高最低間に大差はない．付着器形成率

は，最も低いものと最も高いイネとの間でかなりの差が

ある．接種72時間後，イネ科のサヤヌカグサ，カズノコ

グサ，エノコログサとタデ科のミゾソバ，イシミカワに

病斑形成を認めた．イネとイネ科雑草の病斑の大きさに

差を認めなかった．病斑の認められなかったヤナギタ

デ，タガラシ，アメリカセンダングサ，ヨメナ，ドクダ

ミ，オオバコでも細胞への菌糸の侵入は認められた（第

1図，第2図，第3図）．

　イ不や雑草の搾汁申のイ不こま葉枯病菌分生胞子発芽

率は，第2表に示すとおりで，イネに比べ雑草搾汁申で

の発芽率は低下した．搾汁原液を2，4，8倍希釈した
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イ不こま葉枯病菌接種72時間後のエノ

コログサ葉上での病斑（約170倍）

第1表 雑草葉上におけるイネごま葉枯病菌分

生胞子の発芽，付着器形成と病斑形成

　　　　　　　　　　　　　　付着器　病斑形成雑　　　　草　　　　名　　　発芽率　　形成率　の有無

イ ネ　科　　イ　　ネ

　　　サヤヌカグサ

　　　カズノコグサ

　　　ェノコログサ

92，4

91，8

89，4

93．6

23，8

23．1

2ユ．7

22．1

十

十

十

十

タ　デ　科 ミゾソバ　　　　　　　89．5　　　ユ9．2　　斗

イシミカワ　　　　　90，6　　　17．5　　＋

ヤナギタデ　　　　　85，1　　　10．9　士

キンポウゲ科 タガラシ　　　　　　　88，2　　　17．1　　　士

セ　リ　科　　セ　　リ 84，4　　　　10．1　　　　士

キク科　アメリカセンダングサ90，3　11．7　士

　　　　　ヨメナ　　　　87，6　　14．3　　＝』

ドクダミ科　　ドクダミ 83，4　　　　16．5　　　　＝』

オオバコ科

第1図

オオバコ　　　　　　　86，5　　　13．4　　　一：

第2図 イ不こま葉枯病菌接種72時間後のミソ

ソバ葉上での病斑（約ユ70倍）

N．B．発芽率，付着器形成率は，接種24時間後　300個

　　　胞子　3回観察の平均値

　　　±は細抱に菌糸の侵入の認められたもの

第2表 雑草葉搾汁液申におけるイ不こま葉枯

病菌分生胞子の発芽率（％）

搾　汁　液

20．Cで24時
間保存

　　　　　　　　　　アメリカセ　対照区ミゾソバ　セ　リ　　ドクダミ
　　　　　　　　　　ンダングサ　（イネ）

76，2　　　　　71，8　　　　　60，1　　　　　　72，5　　　　　82．0

75，9　　　　68，4　　　　72，2　　　　　75，4　　　　91．7

第3図 接種72時間後のヤナギタデヘのイネご

ま葉枯病菌の侵入状況（約500倍）

ものでは，希釈度が増加すると発芽率は高くなった．ま

た，これらの搾汁液を50．C，80．C，10ぴC各10分間熱

処理したものでは，温度が高くなるにつれて発芽率も高

くなった（第2表）．

　第3表にイネやミゾソバの搾汁・煎汁をそれぞれイ

ネ・ミゾソバに根から48時間吸収させた後，本菌を接種

し，72時間後病斑数をしらべた（第3表）．

　イネ・ミゾソバとも煎汁をイネ・ミゾソバの根から吸

収させた場合，対照区に比べて病斑数の増加が認められ

たが，イネ煎汁の方がミゾソバ煎汁よりも病斑数の増加

が著しい．ミゾソバの搾汁の場合，対照区に比べ病斑数

の減少が認められた．つぎにイネ・ミゾソバの搾汁・煎

汁をイネ・ミゾソバの葉に塗付12時間後に本菌を接種

し，72時間後病斑数をしらべた（第4表）．

　イネ・ミゾソバとも煎汁をイネ・ミゾソバの葉に塗付

した場合，対照区に比べ，病斑数の増加が認められた

が，イネ煎汁の方がミゾソバ煎汁よりも病斑数の増加が

著しかった．

n060201.pdf


8 島根大学農学部研究報告 第6号

第3表根からイネ・ミゾソバの搾汁・煎汁を

　　　　吸収させた後，イ不こま葉枯病菌接種

　　　　後の病斑数

第4表　葉にミゾソバの搾汁・煎汁を塗付，イ

　　　　不こま葉枯病菌接種後の病斑数

病斑の　　　　　　　イ　　ネ　　　　ミゾソバ
　　　対照区大きさ　　　　搾汁　煎汁　搾汁　煎汁

病斑の　　　　　　イ　　ネ　　　　ミゾソパ
大きさ　対照区　搾汁　煎汁　搾汁　煎汁

イネ犬1148515651ユ05イネ大114871277492　申　　　　61

　小　　　　153

総　数　　328

39　　　　　　71　　　　　　37　　　　　　25

215　　　　263　　　　182　　　　239

341　　　　461　　　　293　　　　356

　申　　　　61

　小　　　153

総　数　　328

61　　　　　89　　　　　43　　　　　49

207　　　　225　　　　178　　　　232

353　　　　470　　　　272　　　　386

　ミゾソバ大00000　　　　　　　申　　　　0　　　0　　　0　　　0　　　0

　　　　　　　ノ」、　　　　　　167　　　　　183　　　　　201　　　　　164　　　　　192

　　　　　　総数　167　183　201　164　192

　　N．B．接種48時間後の観察

　　　　　　　　考　　　　　察

　筆者らは，接種試験の結果，病斑形成の認められなか

った水田雑草でも，イ不こま葉枯病菌菌糸が細胞内に侵

入していることを認めた．邸5）は，トマト，ホウレンソ

ウ，ダイコン，ピーマン，バラなどで細胞内への本菌菌

糸の侵入を認め，イチョウ，ヂャ，アオキでは侵入しな

いという．このことから考えると，本菌の感受体選択性

は，付着器形成までの過程で起らず，感受体細胞壁と病

原菌菌糸接触場面以後の段階で起るようである．堀野・

赤井ら2）は，本病に抵抗性・罹病性品種間で細胞壁の厚

さに差があると報告している．獅山ら3）は，トマト細胞

壁のクチノ成分のトマトクチノ酸の二塩基酸とエポキソ

酸を含むフラクションで本菌分生胞子の発芽抑制を認め

ている．筆者らは，ミゾソバの他にイシミカワにも病斑

の形成を認めた．これらの病斑部から，ミゾソバでは接

種10日後まで，イシミカワでは接種7日後まで本菌の生

存が確認できた．このことから考えると，ジャガイモ疫

病などで知られている過敏型病斑とは少し違うようであ

る．ミゾソバ，イシミカワなどで病斑が認められたこと

は，感受体範囲が単にイネ科植物に限定されないことを

示すものとして防除面でも重要と考えられる．

　本菌分生胞子は，無菌水申で10％位，搾汁液申や有機

溶媒抽出物溶液申で，24～52％の異常発芽が認められ

た．達山4）は，本菌胞子をモルファクチン処理すること

により異常発芽を認めている．浅田・赤井ら1）は，イネ

罹病性品種汁液中でイネごま葉枯病菌分生胞子の発芽が

促進されたが，抵抗性品種汁液申では逆に抑制されると

報告した．イネ・ミゾソバの根から，イネ・ミゾソバの

搾汁・煎汁を吸収させると，イネ・ミゾソバ煎汁では対

照区に比べ病斑数が増加したが，イネ搾汁ではイネ・ミ

ゾソバともわずかであるが病斑数が減少した．このこと

ミソソバ　　　　大　　　　0

　　　　　　申　　　　0

　　　　　　小　　　167

　　　　　総　数　　167

0　　　　0　　　　0　　　　0

0　　　　0　　　　0　　　　0

191　　　　212　　　　162　　　　　185

191　　　　212　　　　162　　　　185

N．B．接種72時間後，x50，500視野当りの病斑数

　　　2回の実験の平均値

は，ミゾソバ搾汁申にイネごま葉枯病菌分生胞子の発芽

阻害物質あるいは菌糸伸長阻害物質が存在するように思

われる．そして，ミゾソバ煎汁の場合，対照区に比べ病

斑数が増加したことは，熱によりこの阻害物質がこわれ

たものと考えられる．

　　　　　　　　摘　　　　　要

　水田雑草に対するイネごま葉枯病菌の病原性について

行なった2，3の実験結果を述べた．

1

2．

3．

4．

　イネ・サヤヌカグサ・カズノコグサ・エノコログサ

では罹病型病斑，ミゾソバ・イシミカワでは過敏型病

斑が認められた．肉眼で病斑形成の認められなかった

ヤナギタデ・タガラシ・セリ・アメリカセンダングサ

・ヨメナ・ドクダミ・オオバコでも，検鏡すると感受

体細胞への菌糸の侵入が認められた．

　ミゾソバでは接種10日後まで，イシミカワでは7日

後まで，対照区のイネでは接種14日後においても，イ

ネごま葉枯病菌の再分離ができた．

　ミゾソバ・セリ・アメリカセンダングサ・ドクダミ

などの搾汁液で，イネごま葉枯病菌の発芽をしらべた

ところ，ドクダミでは60．1％，イネでは82．O％の発芽

率であった．ミゾソバ，セリ，アメリカセンダング

サ，ドクダミ葉などからアセトン，工一テル，エタノ

ール，メタノール，クロロホルムなどで抽出を行ない

胞子発芽率をしらべたが，アセトン抽出物溶液で発芽

が阻害された．また，胞子の異常発芽も認められた．

他の有機溶媒ではむしろ発芽促進の傾向が認められ

た．

　イネ・ミゾソバ煎汁を，イネやミゾソバの根から吸

収させた区や葉に塗付した区では，対照区に比べかな

りの病斑数が増加したが，ミゾソバの搾汁液を根から
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　吸収させた区や葉に塗付した区では，対照区に比べ，

　わずかではあるが病斑数が減少した．
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S11mmary

　Suscept1b1e1es1ons　of　He1mmthospor1ose1nocu1ated－by　Coo〃zo501鮒刎ツ肋θα舳∫were

observed　on　Orツ湖5励側αL，Lθぴ∫zα5αツα舳加Ohwi，13θ6尾刎α〃zzα5ツzzgα6ん〃θFema1d，

8θ切r〃肌ブ肋∫Beaw，and．hypersens1t1ye　f1ecks　were　recogmzed－on　PoZツgo伽刎肋〃〃ろθr＿

g〃S1eb．et　Zu㏄．and肋1ツ9o舳舳μrカZzα肋〃L．The　penetrat1on　of　the　pathogen　was

obser▽ed　on月o妙go舳刎伽みo¢ψぴL，R伽舳c〃1〃556θZぴα切3L．，0θ〃o妨θrαノ伽伽たαD．

C，B〃θ刎力〃603αL，KαZ伽θ閉ツo榊〃αKitamura，H2〃肋ツ〃α60rゐ肋Thumb，a1though

the　Ies1on　format1on　was　not　recogmzed－on　these　p1ants　w1thout　the　he1p　of　m1croscope

When　the　b011ed］u1ce　of　Orツ刎5α肋αand〃ツgo〃舳玄ん舳ろθrg〃was　supp11ed　on

these　p1ants　through　the1r　roots　and1eaves，number　of1eaf　spots1ncreased－m　compa＿

rison　with　the　contro1．In　case　of　the　pressed　juice　of　PoZツg’o舳伽肋〃刎ろκgあ，the

number　of　spots　d．ecreased］ust　a　few　compared　w1th　the　contro1。


